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一

論文内容要旨

藩論

 Cassidulinidae科の有孔虫は,後期白亜紀から現世に至るまでに著しい進化を遂げて汎世界

 的に分布しており,底生の石灰質殻有孔虫群において重要な位置を占める分類群である。しか

 し,底生有孔虫に関する最近の分類学的研究では,外部形態以外に殼の鉱物組成,微細構造,

 さらに内部構造の如き規準が重視される傾向にありながら,これらの分類規準についての解釈

 や,分類体系における階級的属性としての評価が定まらず・見解の一致していないタクサが多

 数存在するのが現状である。

 有孔虫の生体の生物学的研究が,いまだはなはだ限られている現在,系統分類学的研究を行

 うには硬組織に残された情報を詳細に検討し,高次及び低次の分類では,いかなる形質あるい

 は形質群の組み合せが分類規準として合理的かつ科学的であるかを見極める必要がある。この

 ような観点の下に,本研究では,鮮新世から更新世に至るまでの日本産の保存良好な化石資料

 を検討した。

 亙.Cassidulinidae科有孔虫の研究の歴史的背景

 Cassiduiina属は,dOrbigny(i826)によって提唱され,室が旋回状2列配列していること

 で特徴づけられる。そして,しoe翻cha醐Tappan(1964)の分類体系が公表されるまでは

 clOrbigllyの概念が広く受入れられてきていた。

 一方,殼構造について研究したWood(1949)は,艶ssldulirla属に放射状構造(radial)と

 粒状構造(granular)のあることを認め,分類形質としての殼構造の重要性を強調したが,しか

 し既成の分類体系をこれ・によって改編することはあえてしなかった。また,Hofker(19慰)は

 日子1、の内部構造解明に専念し.,Cassldロli職属には歯根が常に備わっていることを図示した。

 Nφrvang(ig58)は,歯根の有無と殼構造の違いを組み合せて,1⊃assidu醸aとlslandie胎の

 2属に分割し,さらにLoeb!lchandTappanはこれら先人の成果を発展させて,この2属は異

 なった系統に発現したisomorphiSm,すなわち平行進1ヒによる結果とみなし,それぞれを古生

 代の旺ndo油yraceaから分化した別々の上科に含めた。

 豆.層位的および古地理的分布

 層位学的に研究の進んでいる地域を対象にCassldulina群集の時空的分布を明らかにすべく

 試みた。それらの地域は,北海道南西部,男鹿半島,佐渡,新潟県出雲崎および西頚城,北陸,

 茨城県日立太田,銚子,房総半島,三浦半島,高知県南東部,沖縄本島菌西部である。これら

 より採集した岩石試料のなかで,保存良好なCassldulinidaeの個体を200以上集めることがで

 きた145試料について検討した。
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 AsanoandNakamura(1938)によって提唱された日本海区と太平洋区の2CassiduIina地

 理区は,明らかに認められ,種構成に顕著な差異がある。また,同じ太平洋区であっても,本

 州・四国の群集と沖縄本島で認められる群集とでは,共通種は少なくないが,しかし種類およ

 び構成種に差異がある。そこで,太平洋区を801tovskoy(1965)の現世有孔虫の地理区分を考

 慮に入れ,遷移帯太平洋区と熱帯一亜熱帯太平洋区に分けた。すなわち,日本海区は!slandiella

 l、輯の典型的な北方種が優先する冷水型群集で占めら、に,放射状殼構造をもつ種が多産する。遷

 移帯太平洋区は,北方的要素を含むとともに熱帯ないし亜熱帯的な要素を伴う温水型群集が占

 め,産出種はほとんど粒状の殼構造をもつ。熱帯一亜熱帯太平洋区の群集は,沖縄本島の新里

 屠,与那原層上部のものによって代表される暖水型群集である。これは,インドー太平洋区や

 中央太平洋区の群集に類似し,産出種のほとんどが粒状殼構造を示す。

 これらの地理区の対立は,鮮新世から現世に至るまで存続し,それらの境界は時間的に変動

 しており,層位的にみると日本海区に間欠的に太平洋区の要素がはさまる層準(鮪川層,瀬棚

 層の一部など)がある。日本海区と太平洋区の対立が種の殼構造の相違として認識されること

 は注目すべきである。さらに,放射状構造にみられる2つの型0)構造αII参照)は,堆積物の

 粒度組成と対応しており,殼構造が生息環境によって変化することを示唆した。しかし,

 TakayanagiadelicataとCassiduiinanorvangiは前述の一般的傾向に反し,前者は放射状殼構

 造でありながら太平洋区に多産し,後者は粒状殼構造でありながら日本海区に多産する。

 11i,殼お。ヒび内部構造の比較解剖

 任意の方向に切断し,殻内部を露出させる手法(Canadabalsam-Xyienmethod)を改良し,

 主としてさ鎌による観察を行うとともに,偏光顕微鏡による観察を併せて行った。1:eigi's溶液

 反応によると、全ての種の殼を構成する鉱物は殼構造の相違にもかかわらず方解石であると判

 定された。偏光顕微鏡において,殻の組織を,放射状構造の場合には,一軸性結晶の干渉像に

 ll、1へたdistillctlyralゴialと不均一な消光パターンのlndlstinctiyradiaiに,また粒状構造の場合に

 は,アメーバ状に粒子が緻密に組み合さったlaggedgranularと大きい粒子の組み合さった

 1一口osai(=grarlL…lal一にそれぞれ区分した。Sε辮では,適度のエッチング(2.5%Glutaraldehyde-

 5翔§ho$1〕hく〕1・ie箏cidsdutionおよび$odiumhypochlorite法)を行い,結晶単位がさらに径

 がほぼO.21z湖の結、仙要素によって構成されていることを明らかにした。結晶の要素と単位の

 A{ibrou3"(Type亙),“bundle-shaped"(Typeii),vintricate"σype11D,

 そし・て雄umpy督1'ypeiv)の4構造に区分し,それぞれに定義を与えた。また,各構造のなか

 にほ,変異フ)みられるものもある。たとえば,bund悟shaped構造は,結晶要素の分岐の程度お

 よび殼面に対する真.産に変異がある。ToweandGifelli(196ア)^1、Taylor(1973)らは,殼構造

 が種によって一一足し,.心ものとして理解する必要はないと力説している。このような彼らの見解

 は,前章で述べた如く,種の地理的分布および外部環境の差異が種の殼構造の相違となって表
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 現されていることからも支持できる。

 層状構造については,安定した構造ではないことを指摘した。壁孔に5つの形状を認め,個

 体発生を通しての変化は,種固有のものであることを示した。殼表面の装飾では,3つの基本

 的構造,すなわち,infIational(結晶単位の局部的増大),incised(結晶単位の局部的減少),お

 よび'textural(結晶単位の局部的複雑化)を認めた。口孔の形状では9型を認めたが,各々は

 個体発生を通じて断続的な変化をみせることがわかった(Fig.1)。この口孔の型変化は,種の系

 統関係を知るうえで有用である。

 従来,漠然と理解されがちであった歯板は,その有無等の認識だけで種間関係を論ずること

 はできない。歯板を一定した器官として取扱うことは危険であることを認め,歯根の各部位を

 比較形態学的に認識することの必要性を指摘した。

 IV分類

 階級的属性としての分類規準を次のように定めた。

 上科:基本的な殻の組成。科:基本的な室の配列様式,基本的な口孔の形と位置。属:殼構

 造(放射状構造,粒状構造),歯板の形態を含めた口孔の構造,殻の旋回の程度。種:殼構造(放

 射状および粒状の各々に認められる低次の構造),殼の形,室の形,壁孔の形,歯板の形,口孔

 の位置と形,殻表面の構造と装飾,キール,層状構造,殼の大きさ。

 そして,これらの意義について吟味し,12の系統関係を認め,Cassidulinidae科を11構成属

 にまとめた(Fig,2)。

 10種よりなるIslandielIaは放射状殼構造よりなり,室配列は開旋回し,典型的な歯板を有し

 ている。1種確認されたCassiduIinoidesは,放射状殼で,成長後期に旋回が解け,歯板の遊離

 構造を備えない。Takayanagia(新属)は,1種よりなり放射抹殺で歯板構造は無い。Paracassi-
 dulina(新属〉は,室形および口孔の構造がTakayanagiaに似るが,粒状殼構造を有しており,

 10種1亜種よりなる。GIobocassidulinaは,Cassidulinidaeのなかで最も多くの種で構成され,

 30種よりなり,全て粒状殼構造を有している。このなかで,壁孔がスリット状の系統と円形お

 よびその類似形の系統に区分される。EvoIvocassiduIinaは5種よりなり,外形がCassiduIinoi-

 desに似るが粒状殼構造をもつ。口孔板をもつCassidulinaは,2種よりなり2つの型の粒状構

 造よりなる。Lemellaには3種認められ,口孔板を有し,成長後期に旋回が解ける。Burseo[ina

 は2種1亜種よりなり典型的な口孔弁をもつ。4種認められたεhrenberginaは,成長初期がわ

 ずかに旋回した三角形の外部形態を示す。Hastulina(新属)は,成長初期にわずかに旋回する

 のみで,紡錘形の外部形態を示し,確認された4種とも粒状殼構造をもつ。

 lslandiella,Cassidulinoides,およびTakayanagiaの各属は,LoeblichandTapPanの分類

 体系に基づけば,BuIiminacea上科のlslandiellidae科に含められることになるが,上述の如く

 彼らが第一義的なものとした分類規準に対する反証があがった以上これらの属の分類的位置
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 は,Cassidulinacea上科のCassidulinidae科に含めるように改めるべきで,IslandieIlidae科は

 廃止するのが妥当と考えられる。

 記載の章では,統一された形式のもとに,3新属,72種(うち25新種),2新亜種の詳細な

 記載を行った。このうちには,本邦では未確認であった16種が含まれている。
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 論文審査の結果の要旨

 有孔虫の分類体系は1940年代にほぼ現行のものに近い体裁をとるに至ったが,高次分類群に

 ついての諸家の見解はまだ多岐に分れていた。これらを徹底的に吟味して総合したのが,現在

 広く採用されているLoeblichandTappanの体系(1964)である。しかしながら,これにおい

 てすら基準となる分類形質の評価が定まらず,階級的位置づけに問題のある分類群が一部残さ

 れ,今日でも混乱のもととなっている。本論文は,その焦点的課題のひとつであるCassiduIini・

 dae科を対象に,多角度から検討し,系統分類を試みたものである。

 一般にCassidulinaで代表される形態群は2列状の室群が旋回する特徴的配列様式をとる。

 これらの分類に際して,LoeblichandTapPanは殼壁の微細構造と口孔部を中心に発達する歯

 板構造の2形質を最重要視し,これらの相違ないし有無によって上科レベルで2群に分かち,

 系統的にかなワ離れたCassiduIinidaeとlslandiellidaeの2科を設立した。この分類体系の妥当

 性を検討するに当って,野村は先ず北は北海道より南は沖縄に至る最上部新生界の分布地域よ

 り広く化石資料を系統的に採集し,群集の種構成と種の層位的分布を明らかにした。これによっ

 てCassidulina形態群の2大地理区一一太平洋区と日本海区一一は,一部に例外を伴うもの

 の大きくは殼構造の異なる種群の地理的分化と見なされ,さらにその中で殼構造の変化が堆積

 物の粒度組成をよく反映している事実を明らかにした。

 殼および内部構造については,微細な殻の解剖方法を改良し,走査型電子顕微鏡,偏光顕微

 鏡を併用して観察した。この結果,殼組織を4型に,結晶単位と要素の配列と形態を4構造に,

 壁孔を5型に,殼表面装飾の構造的要素を3型に,さらに口孔を9型に分類した。これらの要

 素に加えて,従来用いられている各種の構造および形態要素を分類形質として採用し.分類階

 級と形質との関系を吟味することによって,Cassidulina形態群をlsIandiella,Cassidulinoides,

 Takayanagia(新属),Paracassidulina(新属),GIobocassidulina,Evolvocassidulina,Cassidu-

 Iina,Lernella,Burseolina,Ehrenbergina,Hastulina(新属)の11属に分け,これらをCassidulini・

 dae科として一括した。そして,この新体系の下で3新属,25新種を含む72種,2新亜種の綿

 密な記載を行った。

 以上は,従来混乱していたCassidulina形態群の分類形質に関する厳密な評価規準を提供し

 たにとどまらず,底生有孔虫の系統分類に対する大きな貢献であると評価される。これは野村

 律夫が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示すものであ

 り,よって野村律夫提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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